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ディフェンスドリルDEFENSIVE DRILLS

毎年、バージニア大学のディフェンスは強く、
勝利の一因でもある。バージニア大学は、

パックラインディフェンスを採用していること
で有名だ。これはボールをレーンに入れないよ
うにし、ドリブルアタックに対しヘルプに入り、
簡単にペネトレートさせずに、オフェンスのボー
ル回しをペリメーターに留めておくものだ。

調整されたディフェンス・エフィシェンシー、
つまりポゼッション100につき、相手に許した
得点において、バージニア大学はアメリカでトッ
プのチームだ。この記事を執筆している2017
年11月の時点で、ポゼッション100あたりに
相手に許した平均ポイントは86であり、第2

位のチームより4ポイント上だ。そしてその前
のシーズン（2016-2017）は、バージニア大
学のディフェンスをさらによく反映していた。
ACCトーナメントで、最終的に優勝したノース
カロライナ大学に対し、65ポイントと43ポイ
ントしか得点を許さなかった。 

なぜバージニア大学がこれほどうまくディ
フェンスできるのかという要因は無数にあるが、
私の見た感じ、主に2つあるように思う。ボー
ルをレーンから遠ざけておくことと、トランジ
ションでディフェンスに入る時だ。この2点が、
今日皆さんに紹介するドリルを選んだ理由だ。

1つめのドリルは「ノーペイント」だ。その名

の通り、ボールをペイントから遠ざけておく。
ディフェンスがシフトし、動き、声を出し合い
ディフェンスする4対4ドリルなので、ボール
マンはレーン内に入れない。ボールを持ったオ
フェンスがレーンに両足を入れられたら、オフェ
ンスに1ポイント与える。バスケット下のチャー
ジサークルにボールを持ったまま入れたら、2
ポイントを与える。

2つめのドリルは、ディフェンストランジショ
ンに焦点を当て、コンディショニングドリルとし
ての効果を倍増する。プレーヤーは点を取るの
が好きだ。しかしディフェンスをするのも好き
にさせるのが、コーチの仕事だ。

よりハードにオフェンスをコントロールしよう
ペイントに入れさせず、トランジションでの得点をさせないように、
オフェンスを強制的にバスケットから遠ざけ、シュートを難しくさせる。

バージニア大学のディフェンスは
トップクラスだ。彼らはハードに
動き、ペイントにボールが入るの
を防ぐことができるからだ。

ドリル：アシーム・ラストーギ Aseem Rastogi
バージニア州ウッドソン高校女子チームヘッドコーチ
文：マイケル・オースティン（本誌英語版編集長）
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ディフェンスドリルDEFENSIVE DRILLS

ディフェンダーはスプリントし、スクランブルでボールマンのストレートラインドライブを止め、
バスケットから遠ざけておかなければならない。

「ノーペイント」でレーンを守る

なぜこれを使うのか
ペイント内に入ったら、オフェンス

にとってのチャンスだ。ディフェンダー
にはローテートの仕方と、レーンから
ボールを遠ざけておくための対応を教
えよう。

セットアップ
4人のオフェンスプレーヤー（白）は

ペリメーターに散らばる。1人がボー
ルを持つ。4人のディフェンダーは3
ポイントラインの内側に入り、それぞ
れのマークマンにつく。ボールが右サ
イドにあるため、ミドルのヘルプに入
れるよう、#2と#3は自分のマークマ
ンから少しずれて立つ。

プレーの仕方
●ミドルはX1とX2に塞がれているの
で、#1はコーナーに向かってペリメー
ター上をドリブル。X1とX4はそのド
リブルアタックをカットオフするから、
#4はゲットオープンでパスを受け取る
ためにローに移動。＃1は＃4にパス。
（図1）
●キャッチしたら#4はすぐにベースラ
インに沿ってドリブルでバスケットに
近づく。X3は#4がレーンに到達する
前に、スプリントで#4を止める。バ
スケットにはミドルへドロップ。#4は
#2にキックアウトパス。（図2）
●#2は素早くドリブルしレーンに向か
う。X2はその攻撃を止めようと努める。
（図3）

テクニック
ボールを持ったプレーヤーの両足が

ペイントエリア（レーン）に入ったら、
オフェンスに1ポイント付与。オフェ
ンスがドライブでチャージサークル（図
の中でバスケット下に書かれている円
の部分）に入ったら、オフェンスに2ポ
イント付与。

1

2

3

コーナーへのパスはディフェンスにとって好都
合だ。だが、X4は素早くリカバーしてベースラ
インをカットオフしなければならない。

キックアウトパスを受け取ったら、#2はすぐにバス
ケットに近づき、レーン内に両足を入れて1ポイント
獲得を狙う。

オフェンスにディフェンダーの間を抜けさせてはならな
い。また、ボールマンがレーンに容易に入れる通路を作ら
せてはならない。このプレーヤーをペイントから強制的
に遠ざける。

この例では、X 4はすぐにローテートしなかった。
だからX 3がレーンを横切って、オフェンスがレ
ーンに到達する前にドリブルペネトレーション
を止めに入った。

ディフェンダーは素早くローテートし、このドリブ
ルペネトレーションを止める。だが、これはパスが
コーナーに回された場合の、#3のオプションに制
限をかける。
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ディフェンスドリルDEFENSIVE DRILLS

プレーヤーはシュートの後トランジションでスプリントしなければならない。
コートの前方で待っているプレーヤーにボールがパスされるからだ。

ハッスルが必要な「2対2コンバージョン」

なぜこれを使うのか
ディフェンダーは全員がハッスルし

なければならない。そうすることよっ
てオフェンスの動きを遅くすることが
できる。

セットアップ
コートの両側のトップ、3ポイントラ

インの外側にコーチが1人ずつ立つ。
左サイドで、白いユニフォームのチー
ムの2 人がオフェンス。#3〜 #6の
プレーヤーはサイドラインの外側でプ
レーに参加する順番を待つ。青チーム
のプレーヤー１と２はディフェンス、青
チームの他の4人は逆サイドで待つ。

プレーの仕方
●2対2でスタート。まず、白チーム
が青チーム相手に得点を狙う。（図1）
●白チームが得点、あるいは青チーム
に止められたら、青チームの1人がトッ
プのコーチへパスする。パスを受け取っ
たコーチはもう1人のコーチにアウト
レットパス。このコーチは次に、その
側のコートにいる青チームの2人のう
ちの1人にパスする。白チームの#1と
#2はトランジションディフェンスでス
プリント。（図2）
●青チームの#1と#2は逆サイドの列
の後ろに走り、再び2対2をスタート。
今回は、青チームが得点、あるいは白
チームに止められたら、白チームのプ
レーヤーがインバウンドをし、アクショ
ンを継続する。（図3）

テクニック
ハーフコートで1ポゼッションごとに

許されているのは、ドリブル3回とパ
ス1回だけである。ショットクロックを
10秒にセットして、ドリブルとパスの
回数を無制限にしてもよい。バスケッ
トに得点できたチームに1ポイント。6
分間プレーする。

1

2

3

2オン2でプレーをスタート。コーチは白チームにパス。
バスケットに得点、または相手に止められるまでプレー
を続ける。

ボールがネットを通過したか否かにかかわらず、あるいはディフェン
スがオフェンスを止めたら、ディフェンスチームがボールを持って最
も近いコーチにパスする。

最初にディフェンスだったプレーヤーは
自分のチームの列の最後尾に並ぶ。

ボールはすぐにコートの前方にいるコーチにパス
され、待っていたオフェンスプレーヤーに回される。

（さっきまでオフェンスをプレーしていた）ディフ
ェンスはハッスルでトランジションに入る。

トランジションでのディフェンダーは誰がどの役割につくか、を
伝えるため声を出し合わなければならない。そしてスプリントで
フロントコートに向かい、相手にシュートを打ちにくくさせる。
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フルコートプレスFULL-COURT PRESSURE

経験不足のチームやプレスが苦手なボー
ルマンと対面した時、ターンオーバーを

起こし、オフェンスのリズムを崩したいなら、
2-2-1フルコートプレストラップが有効だ。

次の対戦相手をスカウトする時は、カットと
パスに注目すべきだ。ボールを持っていないプ
レーヤーがハードに動かないチームが相手なら、
しっかりとしたポイントガードがいるチームで
も、2-2-1でディフェンスのアドバンテージを
持てる。

最初にプレーヤーに教える重要なポイントは、
2-2-1を実行する際は、ボールをミドルの外に
キープさせることだ。サイドラインに沿ってボー
ルを回させたい。ここは、ヘルプディフェンス
が必要な、そして最終的にトラップを起こす位
置だからだ。コートの片側にボールを追いやり、
ウィークサイドのディフェンダーはミドルにシフ
トしロブパスとリバースパスをさせない。

すでに述べた通り、2-2-1は、オフェンスを
ドリブルさせ、トラップできるところに追い込む。
トラップディフェンスは、自分の役割を果たせ
ない、あるいは自分の能力に自信がないボール
マンにとっては悪夢だ。トラップの間は、手を
伸ばしたりファウルをしたりして、相手チーム
にチャンスを与えないようにする。足と声を使っ
て混乱状況を増大させ、両手を高く上げ続けて
パスアングルを縮小することをプレーヤーに教
えよう。ボールマンのスペースに手を伸ばし、
ボールを奪おうとすることなく、何回ものター
ンオーバーを手に入れられるだろう。

このディフェンスは有効だが、ポゼッション
の度に相手を必ず止められるシステムなど存在
しない。ターンオーバーとその後に生じる簡単
な得点により、プレーヤーは2-2-1が気に入る
だろう。だが、ブレイクダウン時にはスプリン
トしなければならない。

オフェンスがボールを動かし、フロントコー
トへの経路がある場合、ボールに最も近いプレー
ヤーをそこに残し、他のプレーヤーは、素早く
戻り、ノーマークでのレイアップを阻止する。

数回続けて2-2-1が突破されてもガッカリし
ないようにプレーヤーに指導しよう。フロント
コートへスプリントで戻れば、相手チームの動
きを遅くすることができるし、強制的に都合の
悪いアングルでのハーフコートオフェンスに追
いやることができる。プレッシャーをうまくかけ
れば、相手チームを疲弊させられる。2-2-1を
使えば、それができる。

相手プレーヤーは、あなたのチームのコンス
タントに続くトラップやプレッシャーに対処する
ことに身体的にも精神的にも疲れてくるので、
あなたのチームは試合終了間際の時点で、大き
なアドバンテージを持てる。 

2-2-1でオフェンスを崩す
コートのミドルをシャットダウンし、ボールマンを強制的にトラップに引き込むと、
オフェンスは、トラップを行う攻撃的な2-2-1フルコートディフェンスの突破に苦しむ。

バックコートのボールマンにダブ
ルチームをかけると、相手がプレ
スを突破したとしても、セットプ
レーのポジションからは外れる。

文：マイケル・オースティン
（本誌英語版編集長）
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フルコートプレスFULL-COURT PRESSURE

いくつものアドバンテージを持ってトラップし、相手のミスを誘う練習をしよう。
プレーヤーが攻撃性を維持できれば、ターンオーバーを起こさせる。

「ショートバック」でアグレッシブにプレスをかける

なぜこれを使うのか
フルコートプレスに対するアウト

レットの場合、1人か2人のプレーヤー
が深い位置に残り、プレーヤー全員を
相手コートに送り、ターンオーバーを
起こさせる。

セットアップ
2-2-1のフルコートゾーン。ディー

プのディフェンダーは、ハーフコート
ラインのやや後ろに立つ。ガードの2
人は両エルボーに立つ。その後ろにハー
フコートラインの前方で、スペースを
取って残りの2人が立つ。

プレーの仕方
●オフェンスがインバウンドで前方へ
ドリブルを狙う時、そちら側のディフェ
ンダー（X1とX3）がボールマンに向
かう。プレッシャーが与えられるので、
ボールマンはドリブルを止めざるを得
ない。X2はミドルへドロップ。X4は
ミドルへローテート、X5はフロントコー
トへのパスを封じる。（図1）
●今、X2は#3へのパスバックをカバー
しに向かっている。X4はコートのバッ
クサイドをカバーしており、#2または
#4へのパスをピックオフするポジショ
ンにいる。X5は、#5へのパスアング
ルをカット（図2）。
●#1が#3へパスを戻したら、X1は
新たなボールマンをガード。X 2はボー
ルリバースを阻止。X3はミドルへド
ロップ。X4は#4へのロングリバース
パスのアングルを封じる。X5はフロン
トコートのミドルをカバー。（図3）

テクニック
パスが#3に戻されたら、オフェン

スは誤った方向へ向かう。10カウント
する前に彼らがミッドコートより前へ
ボールを運ぶことができても、彼らの
望むとおりのオフェンスを継続するの
は難しい。

1

2

3

ボールマンには、このダブルチームに対してドリブルで
挑ませる。なぜなら、他のディフェンダーがそれぞれの
役割をこなしていれば、ボールをパスする場所がなくな
るからだ。

トラップが重要になる。なぜなら、ポイントガード
にドリブルをやめさせ、パスをさせるからだ。

パスが#3に戻されても、ボールリバースのアングルをカットして
いる限り、このポゼッションでは勝てる。オフェンスはポジション
を外れているので、得点しにくいからだ。

X 5はディープディフェンダーだ。
だが、バックコートでプレッシャー
をかけ続けるので、バックコートか
ら離れすぎないようにする。

X 5はフロントコートへのパスレーンをカット。
これにより#1のパスの選択肢を減らす。
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フルコートプレスFULL-COURT PRESSURE

なぜこれを使うのか
これは、前ページの攻撃的なプレス

ドリルよりもバランスの取れたドリルだ。

セットアップ
このドリルも2-2 -1のフルコート

ゾーンだ。だが、今回はディープディ
フェンダーはフロントコートのフリース
ローラインに立っている。第2列のディ
フェンダーであるX3とX4は、このド
リルでもミッドコートに近い位置にいる。

プレーの仕方
●ポイントガードにパスされたら、X1
はボールマンをガード。第2列のディ
フェンダーが少しディープに立つ。オ
フェンスは大抵の場合、自分たちの第
2列のプレーヤーを彼らの前に起き、
ボールマンのヘルプとする。X2とX4
はローテートしてミドルをカバー、X3
は#5の後ろに留まる。（図1）
●X1はボールマンにプレッシャーを
かけるが、#1がミッドコートに向かっ
てドリブルしても構わない。なぜなら
X3がトラップをかけるために待ち構え
ているからだ。X2はスプリントでミッ
ドコートに戻り、X4はフロントコート
へスプリントし、トラップで#1からの
パスアングルをカット。（図2）
●#5へのパスが通ってしまったら、X 
3とX4はトラップ、X1はレーンの方
向へドロップ、X2はバックサイドをカ
バー。（図3）

テクニック
継続的にトラップをかけられると、

オフェンスはフロントコートでの作戦
の展開に苦しみ、ノーマークのプレー
ヤーを作ろうとする。ディフェンダー
が適切にローテートできれば、誰もノー
マークにはならないはずだ。

1

2

3

ポイントガードにフロントコートへの
クリアパスを作らせたくないので、ボー
ルにプレッシャーをかける。

X 3は両手を上げて、このトラップをミッド
コート付近で実行する。そうすれば、フロン
トコートへのパスは通せない。

次のパスでオフェンスにセットプレーをさせ
ないように、ディフェンダー2人はトラップを
かけなければならない。

このプレスではやや後ろに立ち、これより
ディープに行かせず、バックサイドへのリ
バーサルもさせない。

#1が前方にパスした時に備えて、X 4はフロントコートへ
ハッスルしなければならない。#1が前方にパスするとオフ
ェンスはいくつものアドバンテージを持つことができ、高
確率で得点できるチャンスを得る。

このプレスの目的はたくさんのターンオーバーを誘い出すことではない。
フロントコートに入ったらオフェンスの注意を散漫にし、意図していることをさせない。

「ディープバック」で
ミッドコート付近でトラップをかける
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チームを率いる方法GUIDING YOUR TEAM

大学のコーチとして12シーズンを駆け抜け
て来た私にとって、1年間コーチの職から

離れなければならないのは苦渋の選択だった。
第二子が誕生したことで、私の家族は、競争の
激しいNCAA　ディヴィジョン1と2から身を
引き、子供たちの面倒を見てほしいと言った。
シーズンの厳しさやリクルートの多忙さで育児
に時間を割くことは無理だった。

それにもかかわらず、私はバスケットボール
が恋しくなり、高校レベルのヘッドコーチ職に
ついてしまった。私は最近、ロッキーヒル高校
に雇われた。ロードアイランド州の名門私立校
で、スポーツよりも学業で有名な高校だ。私に
とっては非常に魅力的なポジションだ。なぜな
ら私は地元に戻り、基礎レベルから新たなチー
ム作りにかかわることができるからだ。

指導対象の年齢層や競技レベルが変わる際際
に、コーチが頭に入れておくべきポイントを挙
げておきたい。

1．決め付けないこと
コーチは、相手のレベルに関係なく指導しな

ければならない。特にビギナーレベルや、結成
されたばかりのチームでは、「知っていて当たり

前」というのはない。簡単な専門用語、初歩的
なドリル、基礎的なスキルや戦術などを知って
いるであろうと決めつけてはいけない。

私も、練習を始めてみて現在のメンバーにとっ
ては高度すぎるドリルが使われていると気づく
ことが何回かあった。プレーの考え方と技術を
事細かに説明してやれば、試合に出場した経験
があまりない生徒でも理解でき、強固なファン
ダメンタルを構築できる。

2.柔軟に、そして時間を費やそう
とにかくやるべきことが多すぎて、練習計画

が完全に狂ってしまうことがある。練習計画に
固執しないよう、柔軟に対応しよう。教えるこ
とは、時間を無駄にすることではない。プレー
ヤーの未来のために、基礎に徹底して取り組も
う。「ローマは1日にして成らず」だ。これは皆
さんのチームにも言えること。練習計画をすべ
てこなせなかったとしても、イライラしてはい
けない。

私はすでに、何回か練習計画から逸脱してい
る。実行が複雑すぎるドリルもあるので、練習
に飽きさせないためにも、プランB、プランC、
プランDを用意しておくとよい。

3.ポジティブな考え方を植え付けよう
チーム全体として向上心に欠ける、あるいは

卑屈な状態であるなら、プレーヤーのモチベー
ションを高め、自信をつけさせるために、前向
きな雰囲気の練習にする必要がある。ハイタッ
チを多く行い、適切な場面ではコーチ自身が冗
談を言って楽しませてやろう。

あなたが着任する前にチームが青息吐息で
あった場合、プレーヤーは前向きで影響力を持っ
ているコーチに慣れていない可能性が高い。毎
日、一生懸命に練習しスキルを向上させながら
お互いが助け合い、そして楽しくやることをプ
レーヤーに教えるのが皆さんの役目だ。それ以
上に重要なことなど何もない。

チームの指導を始めた第１週目、私は「このド
リルはもっと明確な説明が必要だ」「このセット
では彼らに求めることが多すぎる」などと考える
ことが多かった。だが、考えてみれば大学でも
シーズン当初は、同じ状況だった。

今のチームにとって最も重要な事柄をまとめ
て、できる限り各カテゴリーに取り組もう。き
ちんと説明すれば理解してくれるプレーヤーた
ちと、一緒に過ごせる時間を楽しもう。

プレーヤーたちと一緒に過ごせる時間
を楽しもう
バート・デサルヴォ（写真中央）は、カレッジレベルから高校にやってきた。このレベルで再び勝つために、
必要な指導の仕方を模索している最中だ。以下は、同じような境遇で悩むコーチ達に対してデサルヴォ自身が綴った投稿である。

文：バート・デサルヴォ Bert DeSalvo
ロードアイランド州ロッキーヒル高校女子チームヘッドコーチ
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本コーナーは「ENCYCLOPEDIA OF PACK LINE DEFENSE」からの翻訳です。
同書はScott Petermanの製品であり、 Scott Petermanが全ての著作権を持っています。記事・写真の無断複写・複製・転載を禁じます。

米国には、一流コーチが発表した
プレーブックやスカウティングレポートが

数多く存在します。
それらの中から、独自のルートで版権を獲得した“コーチの生ノート”。

そこに収録されている実戦的なセットプレー、
オフェンス、ディフェンスパターン、 ドリル等を

紹介しています。

PLAY BOOK
S E L E C T I O N S
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図のようなシチュエーションを想定する。

#1はウイングの#2にパス、その後ボールサイドのコーナーへカッ
トする。ディフェンスはそれぞれ図のようにポジションを変える。

シャッフルスタッガーに対するディフェンス　

パックラインディフェンス【最終回】
著者：Chris Filios

パックラインディフェンスは2008年頃から登場し始め、最近ではヴァージニア・コモンウェルス大学やビラノバ大
学など多くが採用しているディフェンスシステムの1つです。これを使う前提として、多くのスキルや考え方をプレー
ヤーに刷り込まなければなりません。このプレーブックでは、それらが初歩から解説されています。

〈第9章〉 よくある攻撃パターンに対するディフェンス
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図のようにボールがウイング#2から#4を経てウイング#3へリ
バースされる。

#5が#2にシャッフルスクリーンをセットするためにステップア
ウトした場合、X5は「バック！」とスクリーンコールをする。X2
はボールがリバースされた際にジャンプトゥザボールしているはず
で、結果としてスクリーンのトップサイド側にポジションをとって
おり、#2にスクリーンのアンダーサイドを仕向けるようになってい
る。X2はスクリーンのトップサイドを通り抜け、スポットで#2を
打ち破る（ボールを入れさせない）ためにスプリントする。X5は
#5からは少し離れ、カッター #2をバンプし、X2がリカバーする
ための時間を稼ぐ。X3はボールにプレッシャーをかける。

#4と#5は#1にスタッガースクリーンをセットする。X1は低い
位置のディフェンダーなので、全ての（これから起こる）アクショ
ンを見ることができるはずだ。X1はスタッガースクリーンがセット
されているのを確認したらできる限り早くスクリーンのトップまで
追っていくために、自分のマークマン#1に体を近づける。X5は
バスケットの方にポジションを下げ、バスケットを守る。これによ
りX5はいかなるスクリーンのスリップに対しても対応することが
できる。X4はスタッガー最後のスクリーン（#4）に対してショー
し、#1にカールをさせないようにする。
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バスケットにアタックすることが原則のドリブルドライブオフェン
スに対応する時、ギャップの統合は非常に大切だ。

ディフェンスのポジションが深すぎる場合、もしくは深いトライア
ングルになっている場合、具体的にはヘルプマンがオープンシュー
ターのためリカバーできないような状況（マークマンから離れられ
ない状況）の際に、オフェンスは弧の中にディープドライブを仕掛
けることが簡単になる。

スタンスのテクニックも同様に極めて重要だ。ディフェンダーが
ボールマンにマッチアップできない（ギャップポジションの）場合、
自分のマークマンをフォローできないことがあり、そのような状況
だとマークマンにバックドアカットを与えることになる。

図のようにプレーヤー同士が連携しトライアングルを作り、オフェ
ンスにオープンドライブレーンがないと視覚的に判断させることは
とても大切だ。さらに互いに連携し、ディフェンシブ・フラットト
ライアングル内のリカバーヘルプをすぐに行うこともとても重要に
なる。

ディフェンダー X2のポジションが図のように深すぎる場合、もし
くは図のように深いトライアングルになっている場合、具体的には
#2がオープンシューターのためリカバーできないような状況（マー
クマンから離れられない状況）の際に、オフェンスは弧の中にディー
プドライブを仕掛けることが簡単になる。

ドリブルドライブに対するディフェンス
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スタンスのテクニックも同様に極めて重要だ。X2がボールマンに
マッチアップできない（ギャップポジションの）場合、自分のマー
クマン#2をフォローできないことがあり、そのような状況だとマー
クマンにバックドアカットを与えることになる。
体と脚はボールマンに正対してはいけない。脚はボールマンの方向
を向いていてよいが、胸はよりサイドラインと平行にならなくては
いけない。お尻はバスケットの方を向いている。図ではこの3方向
が矢印で表されている。これにより、ディフェンダーはボールとマー
クマンをつなぐ間のギャップの位置、つまり正しいギャップの位置
にポジションをとることができる。

#4から#1にパスされた際、X1とX4はそれぞれ図のようにポジ
ションを変える。

図のように#4がカットをした場合、X4はカッター #4を追う代わ
りに、ドリブルしてくる#1に対してソフト/フラットショーを与え
るようなイメージでドライビングギャップに残り、#1を一時的に止
める。これにより#1がバスケットに深いストレートドライブするこ
とを防ぐことができ、さらにX1がスライドスルーしボールにマッ
チアップすることが可能となる。この際、X2は図のようなポジショ
ンをとり、ギャップを結合させておく必要がある。
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#4はカットの後コーナーへ、#3は2ガードポジションに上がる。
#1はコーナーの#2にパスをする。この際、X1とX2はそれぞれ
図のようにポジションを移動する。

#2がドリブルした際、X1は#2に対してソフト/フラットショー
を行い、#2のスピードを落とす。その間にX2は#1のカットを素
早くスライドスルーする。

次号より「ドリブルドライブ・モーションオフェンス」の連載を開始します。



日本語版
ディフェンスはインバウンダーからは注意が逸れていることが多い。そこがチャンスだ。

バスケットボール・コーチウイークリー
第108号

日本語版

ジノビリが晩年も必要とされていた理由は、バスケット前で彼が見せる卓越した能力だ。

あらゆるシュートパターンを練習しよう！

プレッシャーシューティングタフなシューターを養成する

 ≪2018年に引退したマヌ・ジノビリは、得点パターンが多岐にわたるプレーヤーだった。

デューク大学のインバウンドプレー相手のリアクションを遅らせる

デューク大学のインバウンドプレー

［第108号］

デューク大学のインバウンドプレー

インバウンダーへの
バックパスで
ディフェンダーを出し抜く
ベースラインのインバウンダーにスクリーンをかけ、
3ポイントシュートを狙う
単純なサイドハンドオフで、ノーマークでの
ジャンプシュートチャンスをつくる

プレッシャーシューティング

コンファウンド
＆コンバート（翻弄と転換）
ハンドオフからすぐにシュートを決めろ
「ダブルシュート」で様々なフィニッシュの動きを練習しよう

内容は変更になる可能性があります。

「ドリブルドライブ・
モーションオフェンス」【1】

次号予告

PLAY BOOK
S E L E C T I O N S

毎号、厳選した
プレー図を
日本語訳して紹介！

このコーナーでは、米国で数多く発行されているプレーブック系出版物
から厳選したプレー解説を、日本語訳と図解を整えて紹介!

一部抜粋
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■ジッパーハンドオフ

#1が右ウイングへドリブルダウン、#2は#4の
ピンダウンスクリーンをカットオフする。
アフタースクリーンで、#4はスペースをとるため
にコーナーへポップする。
#5は左ブロックへブラストカット＊する。

#1は#2へパスをする。#5は右ブロックへカットする。
#2は#3へハンドオフパスをする。

ボックスセットの変形で、#1がトップ、#5が左ウイング、#3が左コーナー、#2が右ローポスト、#4が右エ
ルボーにポジションをとったところからオフェンスが始まる。

ラリー・ブラウン（NBAフィラデルフィア・セブンティシクサーズ　ヘッドコーチ）

＊ブラストカット：突風のように素早くするどくカットすること。

※コーチの肩書きはクリニック開催当時のものです。

マンツーマン・オフェンス

日本語版

PLAY BOOK  SELECTIONSアーカイブス 【第1集】

BASKETBALL COACH WEEKLY 49

■ベーシックな連続プレー3アウト2インの形で#1がトップ、#2が右ウイング、#4がハイポスト、#3が左ウイング、#5が左ローポス

トにポジションをとったところからオフェンスが始まる。

ジョン・ロビック（ヤングスタウン州大学ヘッドコーチ）

#1は右ウイングへドリブルする。#4はポップアウトする。#5は右ブロックへカットする。#2はベースラインに向かってスライドする。

#1から#4、#4から#3へパスをする。#2はベースラインをボールサイドへカットする。
#5はミドルポストへカットする。

※コーチの肩書きはクリニック開催当時のものです。

ゾーンオフェンス

発掘！ 珠玉のプレー集
過去掲載分を
タイトルごとに、
読みやすく
まとめました！

第1集〜第12集

2015年5月の創刊以来、BCW日本語版
で好評連載中のPLAY BOOKコーナー。
過去に掲載された記事をタイトルごとに
再編集し、MOOKとして発行していま
す。コーチングライブラリーの増強として、 
ぜひご利用ください。

■お求め・詳細確認はジャパンライム
e-bookストアまで

https://www.jlc-download.com/
ebook/information/10405

■お問合せは下記まで
メール	 ebook@japanlaim.com
電  話	 03-6865-1027
受付時間： 9:00〜17:00 (土日祝日を除く)

商品番号 タイトル 本誌掲載号 価格
EB09-S 第1集 ■メンフィス大学コーチクリニック【統合版】 22号～45号 ¥7,500＋税

EB09-1 第2集
■メンフィス大学コーチクリニック1
●マンツーマンオフェンス
●マンツーマンディフェンス

22～28号
36～39号 ¥3,000＋税 

EB09-2 第3集
■メンフィス大学コーチクリニック2
●ゾーンオフェンス
●コーチングのヒント集

29～31号
40号
45号

¥2,000＋税 

EB09-3 第4集
■メンフィス大学コーチクリニック3
●ベースラインOBB、サイドラインOBB
●オンボールスクリーンディフェンス

41～44号
32～36号 ¥3,000＋税 

EB10-S 第5集

■トム・イゾーのディフェンス＆リバウンド
■マイク・ダンラップのコーチングフィロソフィー
■サークルディフェンス
■オンボールスクリーンの指導法

9～10号
46～47号
5～6号

¥2,000＋税 

EB11-S 第6集 ■フロリダ大学の2013-2014プレーブック
■ネバダ大学ラスベガス校のプレーブック

11～19号
20～21号 ¥3,000＋税 

EB12-S 第7集 ■スプレッド・オフェンス【統合版】 67～87号 ¥5,800＋税 

EB12-1 第8集 ■スプレッド・オフェンス1
ブラッド・アンダーウッド（オクラホマ州立大学前ヘッドコーチ） 67～76号 ¥3,000＋税 

EB12-2 第9集 ■スプレッド・オフェンス2
ダナ・オルトマン（オレゴン大学ヘッドコーチ） 77～87号 ¥3,000＋税

EB13-S 第10集 ■2016NBAプレーオフ・プレーブック【統合版】 48～66号 ¥5,000＋税 

EB13-1 第11集

■2016NBAプレーオフ・プレーブック1
【イースタンカンファレンス】
●アトランタ・ホークス ●ボストン・セルティックス 
●ジャーロット・ホーネッツ ●クリーブランド・キャバリアーズ
●デトロイト・ピストンズ ●インディアナ・ペイサーズ
●マイアミ・ヒート ●トロント・ラプターズ

48～49号
49～51号
52号

53～54号
55号

58～59号
60～61号
66号

¥3,000＋税 

EB13-2 第12集

■2016NBAプレーオフ・プレーブック2
【ウエスタンカンファレンス】
●ゴールデンステート・ウォリアーズ
●オクラホマシティ・サンダー
●ポートランド・トレイルブレイザーズ 
●サンアントニオ・スパーズ ●ヒューストン・ロケッツ
●ロサンゼルス・クリッパーズ ●メンフィス・グリズリーズ

55～57号
61～63号
63～64号
64～65号
58号
59号

59～60号

¥2,500＋税 

好評発売中！

https://www.jlc-download.com/ebook/information/10405
https://www.jlc-download.com/ebook/information/10405
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